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二
十
世
紀
に
始
ま
っ
た
日
本
の
対
中
医
療
事
業
活
動
は
、
西
洋

の
医
療
伝
道
活
動
に
終
始
対
抗
す
る
側
面
を
持
っ
た
。
そ
の
前

に
、
同
仁
会
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
岸
田
吟
香
は
、
す

で
に
上
海
を
始
め
、
中
国
各
地
で
売
薬
・
診
療
活
動
を
行
っ
て
い

た
。
岸
田
は
西
洋
の
医
療
活
動
に
対
抗
の
手
段
を
取
っ
た
の
か
、

医
薬
事
業
の
主
要
拠
点
で
あ
る
上
海
を
焦
点
に
探
っ
て
み
た
い
・

岸
田
が
上
海
で
精
錆
水
の
取
次
ぎ
所
を
設
け
た
の
は
一
八
六
八

年
二
月
で
あ
る
が
、
一
八
六
○
年
代
か
ら
上
海
は
す
で
に
西
洋
の

医
療
伝
道
活
動
の
中
心
地
に
な
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
中

心
に
、
幾
つ
か
病
院
が
設
立
さ
れ
た
。
有
名
な
の
は
仁
済
病
院
、

同
仁
病
院
、
体
仁
病
院
で
あ
る
。
そ
の
三
病
院
は
共
に
自
治
的
・

慈
善
的
な
運
営
手
法
を
取
っ
た
。
地
元
の
新
聞
で
士
紳
階
級
と
欧

米
人
に
寄
付
を
呼
び
か
け
、
無
料
診
療
、
貧
民
に
経
済
的
援
助
を

53

近
代
上
海
に
お
け
る
岸
田
吟
香
の
医
薬
事

業
に
つ
い
て
（
一
八
六
○
～
一
八
九
○
）

丁

蕾

行
う
。
診
療
科
目
は
眼
科
・
外
科
・
種
痘
に
集
中
し
、
診
療
対
象

は
中
国
人
中
心
。
仁
済
病
院
と
同
仁
病
院
の
外
来
患
者
数
は
連
年

増
加
し
、
一
八
六
九
年
は
四
万
四
百
十
一
人
と
六
千
二
百
人
で
、

一
八
七
五
年
に
仁
済
は
五
万
六
千
六
百
二
十
四
人
で
、
一
八
七
七

年
に
同
仁
は
一
万
六
千
人
で
あ
る
。

西
医
は
一
見
隆
盛
だ
が
、
民
間
は
依
然
中
医
を
利
用
す
る
傾
向

で
あ
っ
た
。
一
八
六
五
年
の
上
海
の
総
人
口
は
六
十
九
万
千
九
百

十
九
人
で
あ
る
。
一
八
六
九
年
の
二
病
院
の
患
者
数
を
以
っ
て
西

医
の
診
療
を
受
け
た
人
の
割
合
を
計
算
す
れ
ば
、
六
・
七
％
ぐ
ら

い
し
か
な
い
。
そ
の
他
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
病
院
と
小
規
模
の
診

療
所
を
入
れ
て
推
測
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
十
％
ぐ
ら
い
に
な
る
。

『
申
報
』
（
一
八
七
二
～
一
八
九
○
）
か
ら
現
地
民
衆
の
医
療
へ
の

反
響
を
見
る
と
、
「
西
医
は
外
科
・
中
医
は
内
科
」
と
い
う
論
争

が
展
開
さ
れ
、
西
医
を
疑
う
人
が
ま
だ
多
く
存
在
し
た
ら
し
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
西
医
は
外
科
医
術
、
慈
善
主
義
的
な
運
営
方

針
、
職
業
上
の
責
任
感
で
好
評
を
得
、
中
医
の
種
々
不
良
現
象
と

対
照
的
に
な
っ
て
い
た
。
西
医
は
厳
し
い
受
け
入
れ
の
状
況
下

で
、
一
定
の
生
存
空
間
を
手
に
入
れ
た
。

そ
の
時
期
に
、
一
八
六
二
年
六
月
に
千
歳
丸
で
上
海
に
来
た
日
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本
の
藩
士
た
ち
が
、
中
国
観
察
記
に
欧
米
が
医
療
慈
善
事
業
を
以

っ
て
、
中
国
と
親
交
を
結
ぶ
こ
と
に
強
い
警
戒
を
持
っ
た
。
同
じ

危
機
意
識
を
持
っ
た
岸
田
は
一
八
八
○
年
三
月
に
、
上
海
で
「
楽

善
堂
支
店
」
を
開
設
、
診
療
兼
売
薬
の
中
医
の
経
営
方
式
を
取
っ

た
。
一
八
八
○
年
五
月
に
「
淡
々
社
諸
君
に
充
て
た
手
紙
」
に
、

「
…
支
那
に
お
い
て
は
ど
れ
ほ
ど
よ
い
品
で
あ
っ
て
も
、
西
洋
の

品
と
言
え
ば
捨
て
顧
み
ず
、
急
病
に
て
死
に
至
る
の
も
西
洋
の
奇

薬
と
言
え
ば
命
の
助
か
る
こ
と
は
知
っ
て
も
服
用
し
な
い
風
習
が

あ
る
。
も
し
中
国
古
代
か
ら
伝
わ
っ
た
秘
方
で
太
乙
真
人
の
妙
薬

と
申
せ
ば
、
必
ず
喜
ん
で
服
す
る
。
」
と
、
西
洋
の
薬
を
受
け
入

れ
さ
せ
る
手
法
を
披
露
し
た
。
そ
し
て
洋
式
目
薬
の
精
綺
水
を
、

漢
方
薬
の
よ
う
に
「
申
報
」
の
広
告
で
説
明
・
宣
伝
し
た
。
そ
の

た
め
、
上
海
の
人
は
彼
を
中
医
の
名
医
と
し
て
認
め
た
。
「
吟
香

氏
は
東
洋
医
学
に
通
暁
し
て
お
り
、
．
：
販
売
さ
れ
た
各
種
の
薬

は
、
す
べ
て
重
要
な
経
絡
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
効
か
な
い
も

の
は
な
い
…
」
舎
申
報
」
一
八
八
八
年
十
月
二
十
三
日
）
と
い
う
。

し
か
し
同
じ
記
事
で
、
彼
は
中
医
の
形
を
利
用
し
て
西
医
の
知
識

を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
記
し
た
。
一
八
八
八
年
九
月
十
六

日
に
、
上
海
の
文
人
と
交
流
す
る
「
玉
藺
吟
社
」
の
第
四
回
目
の

会
合
で
、
臓
器
を
形
取
っ
た
紙
を
体
内
の
順
序
に
従
っ
て
貼
り
合

わ
せ
た
人
体
図
が
披
露
さ
れ
た
。
「
折
畳
明
堂
内
外
全
図
は
日
本

岸
田
吟
香
先
生
が
手
で
製
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
冊
の
本
に
似

て
お
り
、
開
い
て
中
を
見
る
と
、
人
形
が
二
面
を
為
し
て
い
る
。

…
裏
面
に
は
五
臓
六
脈
、
十
二
経
絡
を
縛
っ
て
お
り
、
素
問
の
人

の
五
臓
は
背
中
に
縛
っ
て
い
る
と
い
う
説
に
基
づ
く
。
外
は
脇
骨

で
あ
り
、
一
枚
を
開
け
た
ら
、
即
ち
臓
脈
で
あ
る
。
又
臓
肪
は
内

外
の
二
枚
に
分
け
、
間
に
三
枚
に
分
け
る
も
の
も
あ
る
…
」
と
い

シ
フ
Ｏ

近
代
上
海
の
医
療
社
会
状
況
を
め
ぐ
っ
て
見
て
き
た
よ
う
に
、

西
洋
医
療
の
輸
入
に
つ
と
め
た
医
療
伝
道
活
動
に
対
し
、
岸
田
吟

香
は
中
医
の
伝
統
基
盤
を
利
用
し
、
中
医
の
経
営
方
式
で
信
頼
を

獲
得
し
な
が
ら
、
西
洋
の
医
薬
を
導
入
す
る
対
抗
策
を
取
っ
た
。

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）


